
中
世
都
市
堺
成
立
過
程
に
お
け
る
都
市
民
の
変
容

関
口
神
社
を
中
心
に

古
同

橋

子

素

は
じ
め
に

中
世
都
市
堺
は
、
十
六
世
紀
の
「
自
由
都
市
」
・
「
自
治
都
市
」
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
イ
ス
パ
ニ
ア
の
宣
教
師
の
日
に
映
じ
た
の
は
、
「
ベ

ニ
ス
市
の
如
く
執
政
官
に
よ
っ
て
治
め
ら
れ
」
た
都
市
で
あ
っ
た
。
「
執
政
官
」
と
記
さ
れ
た
「
会
合
衆
」
に
よ
っ
て
「
自
治
」
が
行
わ
れ
た

(
3
)
 

堺
を
モ
デ
ル
と
し
て
な
さ
れ
た
「
自
由
都
市
」
・
「
自
治
都
市
」
研
究
は
、
以
後
の
自
治
都
市
研
究
の
進
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

応
仁
の
乱
後
、
細
川
・
畠
山
両
氏
が
抗
争
す
る
聞
に
、
三
好
氏
が
堺
を
勢
力
下
に
収
め
る
。
三
好
氏
の
支
配
下
で
、
そ
の
経
済
力
を
背
景
に

堺
の
会
合
衆
の
力
は
増
す
。
そ
し
て
永
禄
九
(
一
五
六
六
)
年
以
後
、
松
永
久
秀
は
堺
に
代
官
の
み
を
派
遣
し
、
施
政
を
住
民
に
託
す
に
至
つ

(
4
)
 

た
。
こ
の
頃
が
、
都
市
堺
の
「
自
治
」
の
端
緒
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
自
治
」
が
到
達
点
で
あ
る
と
す
る
都
市
共
同
体
論
に
拠
る
な
ら
ば
、
中
世
都
市
堺
に
お
い
て
「
自
治
」
到
達
以
前
の
都
市
の

姿
が
確
認
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
近
年
の
注
目
す
べ
き
考
古
学
の
成
果
に
よ
っ
て
徐
々
に
解
明
が
進
ん
で
い
説
。
し
か

し
、
文
献
史
料
に
拠
る
「
自
治
」
以
前
の
堺
都
市
研
究
は
未
だ
十
分
で
は
な
い
。
宅
世
都
市
堺
は
、
堺
南
北
荘
か
ら
直
接
的
に
都
市
に
発
展
し
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た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
中
世
堺
は
、
開
口
神
社
と
そ
の
神
宮
寺
で
あ
る
念
仏
寺
、
さ
ら
に
住
吉
大
社
の
神
幸
所
の
宿
院
を
中
核
と
し
た
南

荘
と
、
菅
原
神
社
と
そ
の
神
宮
寺
で
あ
る
常
楽
寺
を
中
核
と
す
る
北
荘
と
の
複
合
的
な
都
市
構
成
を
と
っ
て
い
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

空
間
的
に
は
、
中
世
都
市
堺
と
堺
南
北
荘
は
後
述
の
と
お
り
、
必
ず
し
も
一
致
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
堺
南
北
荘
イ
コ
ー
ル
中
世

都
市
堺
と
い
う
図
式
を
所
与
の
も
の
と
す
る
従
来
の
堺
都
市
研
究
に
は
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
地
理
的
に
は
港
湾
部
を
抱
え
変
化
の
大

き
い
場
所
に
位
置
し
、
人
的
・
物
質
的
に
流
通
の
要
衝
で
も
あ
る
堺
が
、
荘
園
制
的
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
存
続
し
得
た
と
考
え
る
こ
と
に
は
無

理
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
堺
南
北
荘
と
中
世
都
市
堺
が
領
域
的
に
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
堺
南
北
荘
か
ら
都
市
堺
へ
移

行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
堺
南
荘
の
鎮
守
と
さ
れ
た
開
口
神
社
を
例
に
そ
の
支
持
層
の
変
化
を
検
討
す
る
。
こ
の
変
化
は
、
都
市
堺
が
形
成
さ

れ
て
い
く
過
程
の
顕
著
な
一
例
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
章

堺
荘
と
都
市
「
堺
」

堺
は
、
摂
津
国
堺
北
荘
と
和
泉
国
堺
南
荘
か
ら
な
る
と
さ
れ
針
。
堺
北
荘
は
十
三
世
紀
以
前
の
成
立
が
認
め
ら
れ
か
)
O

堺
南
荘
は
、
嘉
元

二
(
二
二

O
四
)
年
七
月
八
日
の
譲
状
に
天
王
寺
遍
照
光
院
領
と
記
さ
れ
て
い
(
む
o

従
っ
て
堺
南
北
両
荘
は
、
遅
く
と
も
鎌
倉
中
期
に
は
成

立
し
て
い
た
。

堺
南
北
荘
が
、
中
世
都
市
堺
を
構
成
す
る
、
と
い
う
の
が
従
来
の
通
説
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
都
市
堺

を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
そ
の
空
間
領
域
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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第
一
節

地
名
か
ら
の
疑
問

堺
は
、
幾
度
も
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
元
和
元
(
一
六
一
五
)
年
四
月
、
大
坂
夏
の
陣
に
際
し
て
の
火
災
は
大
規
模
で
あ
っ

た
。
大
坂
攻
撃
の
た
め
紀
伊
か
ら
北
上
し
堺
に
布
陣
し
た
浅
野
勢
に
対
し
て
、
大
坂
方
大
野
道
犬
が
、
堺
の
町
に
放
火
し
た
も
の
で
あ
る
。
堺

は
全
焼
し
、
灰
憧
に
帰
し
た
。
そ
の
後
、
直
ち
に
江
戸
幕
府
の
手
に
よ
り
全
く
新
し
い
町
割
が
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
近
世

堺
の
町
割
は
、
元
禄
二
(
一
六
八
九
)
年
の
「
堺
大
絵
図
」
で
確
認
で
き
る
。
絵
図
に
見
ら
れ
る
環
濠
は
、
土
居
川
と
呼
ば
れ
る
。
堀
の
形

は
北
堀
・
南
堀
が
一
直
線
で
あ
る
の
に
対
し
、
東
堀
は
中
央
部
が
東
に
張
り
出
し
て
い
る
。
西
海
岸
部
は
、
宝
永
元
(
一
七

O
四
)
年
の
大
和

川
付
け
替
え
、
新
田
開
発
等
に
よ
り
海
岸
線
が
西
に
移
動
し
た
た
め
、
天
保
年
間
(
一
八
三

0
1
四
四
)
に
内
川
と
称
さ
れ
る
堀
が
完
成
し
た
。

こ
う
し
て
四
方
が
堀
に
よ
っ
て
囲
繰
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
、
旧
堺
市
街
に
残
る
景
観
は
、
元
和
以
降
の
町
割
を
基
と
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
も
な
お
環
濠
の
一
部
が
残
存
し
、
旧
堺
市
街
全
体
は
、
「
堺
環
濠
都
市
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

で
は
、
中
世
の
堺
の
景
観
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
近
年
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
進
み
、
実
態
が
判
明
し
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ

ち
環
譲
の
調
査
に
よ
り
、
現
在
見
ら
れ
る
環
濠
の
穿
掘
が
江
戸
時
代
で
あ
り
、
元
和
以
前
の
濠
に
つ
い
て
は
現
在
よ
り
も
か
な
り
内
側
を
め
ぐ

っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
堺
は
、
江
戸
時
代
の
も
の
に
比
べ
、
か
な
り
小
規
模
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
)
O

従

っ
て
現
在
の
土
居
川
外
部
の
地
域
は
、
当
然
中
世
に
お
け
る
都
市
域
の
外
部
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

(
路
)

本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
堺
は
北
荘
と
南
荘
に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
堺
市
域
に
は
「
北
庄
町
」
・
「
南
庄
町
」
の
地
名

も
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
奇
妙
な
事
実
が
存
在
す
る
。
近
世
、
堺
廻
り
四
ヶ
村
と
呼
ば
れ
、
堺
付
村
と
し
て
堺
奉
行
の
支
配
地
で
あ

(
却
)

っ
た
村
の
一
つ
に
「
北
庄
村
」
が
あ
る
。
こ
の
「
北
庄
村
」
は
、
一
克
和
の
町
割
の
外
部
に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
、
「
北
庄
村
」
付
近
は
、
元
和

の
町
割
よ
り
さ
ら
に
小
規
模
だ
っ
た
中
世
堺
の
外
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
世
都
市
「
堺
」
を
構
成
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
「
北
庄
」

の
地
名
が
そ
の
都
市
域
の
外
部
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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『
堺
市
史
』
で
三
浦
周
行
氏
は
、
興
味
深
い
事
実
を
提
示
し
て
い
る
。

・
:
:
今
尚
ほ
大
寺
の
名
に
依
っ
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
念
仏
寺
が
別
当
を
し
た
開
口
神
社
は
、
式
内
の
古
社
で
あ
る
が
、
古
く
は
三
村
宮
と
い
は

れ
て
を
っ
た
。
所
謂
三
村
は
関
口
木
戸
原
の
三
村
で
あ
っ
て
其
地
名
は
今
の
仁
徳
天
皇
陵
の
附
近
に
字
地
と
し
て
の
こ
っ
て
ゐ
る
。
和
漢
三
才

図
会
に
堺
北
荘
に
は
向
領
村
中
筋
村
原
村
の
三
村
が
あ
り
、
南
荘
に
は
開
口
村
木
戸
村
の
二
村
が
あ
る
と
い
っ
て
お
り
、
:
:
:
(
中
略
)
:
:
・

然
る
に
木
戸
の
名
は
も
と
の
中
筋
村
の
字
地
に
残
っ
て
を
る
。
(
享
保
十
七
〔
一
七
三
二
〕
年
中
筋
村
田
畑
畝
高
帳
)
原
の
名
も
も
と
の
紬
松

中
筋
二
村
に
あ
っ
て
百
舌
烏
耳
原
中
陵
の
西
に
原
の
茶
屋
の
名
が
残
っ
て
ゐ
る
が
、
三
村
の
中
の
原
の
名
残
で
あ
ら
う
。
(
舶
松
村
土
地
台
帳

堺
地
図
)

こ
こ
に
い
う
開
口
神
社
は
、
堺
南
荘
の
鎮
守
で
あ
り
、
古
来
、
開
口
・
木
戸
・
原
の
三
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
た
め
、
三
村
宮
と
も
呼
称
さ
れ

る
。
現
在
の
所
在
地
は
、
堺
市
甲
斐
町
で
あ
る
。
史
料
上
確
認
し
う
る
限
り
、
現
所
在
地
と
ほ
ぼ
同
位
置
で
あ
る
が
、
時
代
を
遡
っ
た
そ
の

位
置
は
未
確
認
で
あ
る
。

右
に
引
用
し
た
三
浦
氏
の
説
に
依
れ
ば
、
「
木
戸
」
や
「
原
」
の
字
名
が
、
堺
廻
り
四
ヶ
村
の
う
ち
、
中
筋
村
や
紬
松
村
に
残
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
堺
南
荘
の
鎮
守
で
あ
っ
た
開
口
神
社
H

三
村
宮
の
呼
称
の
依
拠
す
る
村
々
が
、
字
名
と
し
て
元
和
町
割
に
描
か
れ
た
都
市
堺
の
外
部

に
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
い
て
都
市
「
堺
」
の
外
縁
部
に
当
た
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
(
付
図
I
)

こ
こ
に
一
つ
の
推
定
が
成
り
立
つ
。
つ
ま
り
、
環
濠
で
囲
繰
さ
れ
た
中
世
都
市
堺
と
荘
園
で
あ
る
と
こ
ろ
の
堺
南
北
荘
と
は
、
必
ず
し
も
同

一
の
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
の
推
定
は
、
史
料
上
か
ら
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
一
節

荘
域
と
都
市
域
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前
節
で
は
、
堺
南
北
荘
と
都
市
「
堺
」
は
空
間
的
に
ズ
レ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
定
を
得
た
。
こ
の
推
定
を
史
料
上
か
ら
確
認

し
た
い
。

【
史
料
A
】

今
日
御
馬
也
、
次
参
境
王
子
、
次
第
又
如
例
、
次
於
境
有
御
棟
、
〔
田
中
也
。
南
向
。
〕
(
〔

所
、
但
此
所
不
可
有
沙
汰
、
何
鰯
右
中
耕
前
陣
、
次
大
鳥
居
新
王
子
云
々
、

〕
H
割
注
。
以
下
同
じ
)
白
此
所
先
陣
参
書
一
養
御

【
史
料
B
}

廿
二
日
、
己
卯
、
:
:
:
次
入
御
住
江
釣
台
、
為
御
昼
養
也
、
供
御
巳
下
長
盛
儲
之
、
公
卿
・
殿
上
人
膳
太
以
過
差
、
小
時
出
御
、
次
参
御
堺
王

子
、
次
於
堺
有
御
模
、
:
:
・

史
料
A
は
後
鳥
羽
院
、
史
料
B
は
修
明
門
院
の
熊
野
参
詣
記
事
で
あ
る
。
京
都
か
ら
熊
野
三
山
へ
の
参
詣
道
で
あ
る
熊
野
街
道
は
、
古
く

(
幻
)

は
現
堺
市
東
部
、
方
違
神
社
の
西
を
通
り
、
長
尾
街
道
と
交
差
し
て
い
た
。
し
か
し
、
西
部
海
岸
地
域
、
堺
津
が
、
港
湾
都
市
と
し
て
発
展

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
付
け
替
え
が
行
わ
れ
、
堺
の
町
中
を
貫
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
大
道
と
呼
ば
れ
、
旧
堺
市
街
の
中
心
を
な
す

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
史
料
A
・
B
で
は
、
熊
野
街
道
沿
い
に
あ
る
「
堺
(
境
)
王
子
」
に
参
詣
し
た
後
、
「
御
膜
」
の
た
め

に
「
堺
」
に
赴
い
て
い
る
。
「
御
膜
」
の
為
に
訪
れ
た
「
堺
」
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
鎌
倉
初
期
に
は
、
熊
野
街
道
沿
い
に
往

来
の
拠
点
と
な
る
堺
王
子
を
中
心
と
し
た
集
落
が
成
立
し
、
さ
ら
に
こ
れ
と
は
別
に
「
堺
」
と
呼
ば
れ
る
領
域
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

(
お
)

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
の
中
世
都
市
堺
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
熊
野
街
道
周
辺
地
域
に

徐
々
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

三
浦
周
行
氏
は
、
地
質
学
的
に
堺
が
徐
々
に
西
方
に
拡
大
・
移
動
し
て
い
っ
た
と
説
明
す
る
。
大
阪
平
野
は
、
大
阪
海
岸
低
地
と
河
内
低

地
に
分
け
ら
れ
る
。
二
分
し
て
い
る
の
が
洪
積
層
の
上
町
台
地
で
あ
る
。
こ
の
台
地
上
に
ま
ず
集
落
が
形
成
さ
れ
、
徐
々
に
西
部
湿
地
帯
に
拡

大
・
移
動
し
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
の
堺
周
辺
の
景
観
は
、
現
在
と
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
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従
っ
て
鎌
倉
末
期
に
は
立
荘
し
て
い
た
堺
南
北
荘
付
近
の
景
観
も
、
現
在
と
は
相
違
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
荘
域
は
南
北
両

荘
と
も
に
不
明
で
あ
る
。

【
史
料
C
】

泉
之
南
荘
舶
松
(
傍
点
筆
者
)
有
一
小
院
、
予
近
獲
之
以
為
小
憩
之
地
、
轍
改
其
奮
称
一
崩
南
宗
、
因
述
一
一
偽
云

奮
蓄
更
始
披
南
宗
、
畳
為
曹
渓
纏
後
腕
、
者
我
不
惇
底
衣
鉢
、
寒
流
石
上
一
株
松
、

(
一
五
二
六
)

(
大
永
六
)

丙
戊
秋
八
月
念
七

宗
百
一
(
壷
印
)

こ
れ
は
、
大
徳
寺
の
古
巌
宗
亘
が
、
(
堺
)
南
荘
紬
松
に
あ
っ
た
一
小
庵
を
入
手
し
て
南
宗
庵
と
改
名
し
た
こ
と
を
記
し
た
史
料
で
あ
る
。

地
名
「
舶
松
」
に
注
目
し
た
い
。
南
宗
寺
所
蔵
の
「
特
賜
正
覚
普
通
国
師
塔
銘
」
に
は
、
「
:
:
:
弘
治
三
三
五
五
六
)
年
丙
辰
、
長
慶
移
南

宗
庵
於
宿
院
(
傍
点
筆
者
)
之
南
隣
、
為
先
考
筑
前
太
守
元
長
入
道
海
雲
斎
善
室
等
、
慶
僧
門
鼎
建
巨
利
、
改
庵
日
南
宗
寺
、
:
:
:
」
と
あ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
宿
院
」
は
、
大
絵
図
に
よ
る
と
「
舶
松
町
」
付
近
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
堺
廻
り
四
ヶ
村
の
一
つ
に
「
紬
松
村
」
が
あ
る
。
既

述
の
と
お
り
堺
廻
り
四
ヶ
村
は
、
近
世
堺
の
復
興
に
際
し
、
環
濠
を
巡
ら
し
た
都
市
域
の
外
部
に
作
ら
れ
た
付
村
で
あ
る
。
二
つ
の
「
舶
松
」

は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
紬
松
」
と
は
、
文
字
ど
お
り
船
の
舶
先
を
向
け
る
た
め
の
目
印
に
な
る
松
の
こ
と
で
あ
る
。
「
堺
鑑
」
に
は
、
神
功
皇
后
の
三
韓
征
伐
の

帰
路
、
堺
浦
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
船
を
つ
な
い
だ
先
を
紬
松
と
呼
び
、
町
名
の
由
来
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
舶
松
村
」
の
位
置
は
内
陸
で

あ
る
。
三
浦
周
行
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
堺
は
、
徐
々
に
海
岸
線
が
西
進
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
紬
松
」
が
、
現
在
内

陸
部
に
位
置
し
て
い
た
と
し
て
も
、
以
前
に
は
海
岸
線
に
接
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

「
舶
松
」
に
つ
い
て
の
こ
れ
以
上
の
解
釈
は
史
料
上
の
制
約
が
あ
る
。
し
か
し
、
中
世
の
史
料
か
ら
窺
え
る
「
舶
松
」
、
元
禄
の
大
絵
図
に
見

え
る
「
舶
松
町
」
、
そ
し
て
堺
廻
り
四
ヶ
村
の
一
つ
「
舶
松
村
」
、
こ
の
三
者
が
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
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【
史
料
D
】

伝
聞
、
昨
日
於
河
州
合
戦
、
畠
山
弾
正
少
弼
令
生
涯
云
々
、
其
外
遊
佐
河
内
守
、
同
越
中
子
二
人
、
丹
下
毛
穴
父
子
生
涯
云
々
、
此
外
境
ノ
向

史傍
料点
E単筆
}者

ニ
テ
千
五
百
人
諒
死
云
々
、
:
:

十
四
日
ニ
:
:
:
南
都
ニ
テ
合
戦
、
利
ヲ
得
タ
ル
注
進
ニ
尾
張
殿
方
得
力
、
陣
中
喜
ワ
メ
ル
時
分
、
賓
来
衆
以
下
山
ヲ
コ
エ
テ
河
州
ヘ
入
ヲ
ミ
テ
、

毛
一
若
衆
以
下
ク
ヅ
レ
テ
堺
ノ
ム
カ
ヰ
(
傍
点
筆
者
)
ト
云
所
ヘ
引
入
テ
大
都
腹
切
討
死
ス
、
:
:
:

こ
こ
で
は
、
「
境
ノ
向
」
「
堺
ノ
ム
カ
ヰ
」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。
ま
た
、
「
観
心
寺
文
書
』
中
に
「
去
明
応
六
年
六
月
六
日
堺
向
井
之
助

三
郎
と
申
候
伯
楽
:
:
:
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
で
は
「
向
(
井
こ
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
『
煎
軒
目
録
』
文
明
十
六
(
一
四
八
四
)
年

四
月
一
日
条
に
「
:
:
:
藤
与
一
至
云
ム
カ
イ
ト
云
処
ニ
有
仁
徳
天
皇
御
廟
:
:
:
」
と
あ
る
。
「
仁
徳
天
皇
御
廟
」
、
す
な
わ
ち
大
山
古
墳
を
含

む
百
舌
烏
古
墳
群
全
体
は
、
一
五
和
の
大
絵
図
に
見
え
る
堺
の
都
市
域
か
ら
は
外
れ
て
位
置
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
仁
徳
天
皇
御
廟
」
の
所
在
地

「
向
」
が
、
堺
の
都
市
域
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
し
か
も
、
「
向
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
堺
の
内
で
あ
る
こ
と
は
史
料
D
・
E
に
明
示

さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
環
濠
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
都
市
域
の
外
部
に
も
「
堺
」
と
称
さ
れ
る
地
域
の
存
在
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
、
堺
南
北
荘
と
都
市
と
し
て
の
堺
と
の
空
間
的
な
広
が
り
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
世
都
市
「
堺
」
の
周
辺
部
に
も
「
堺
」

と
呼
ば
れ
た
地
域
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
地
域
と
し
て
の
「
堺
」
と
堺
南
北
荘
が
一
致
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
置
く
に
し

て
も
、
都
市
堺
が
堺
南
北
荘
の
中
に
含
ま
れ
る
形
で
存
在
し
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
荘
域
と
都
市
域
の
空
間
的
ズ
レ
は
、

何
故
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
得
る
の
は
、
自
然
・
地
形
と
の
関
連
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徐
々
に
海
岸
線
が
西
に
移
動
す
る
に
つ
れ
て
荘
域
も
ま
た
都
市
域
も
変
化
(
釘
)

す
る
。
人
々
は
、
良
港
を
求
め
て
海
岸
部
に
集
住
す
る
よ
う
に
な
る
。
当
然
堺
南
北
荘
の
荘
域
と
都
市
域
と
の
ズ
レ
は
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
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し
か
し
、
荘
域
と
都
市
域
と
の
空
間
的
ズ
レ
は
、
地
理
的
要
因
の
み
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
否
、
都
市
が
成
立
す
る
条
件
は
、
人

為
的
要
因
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
る
。
次
章
以
下
、
更
に
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

第
二
章

住
吉
社
と
関
口
社

第
一
節

念
仏
寺

し
お
づ
ち
の
お
じ

堺
南
荘
の
鎮
守
社
は
開
口
神
社
で
あ
る
。
祭
神
は
塩
土
老
翁
神
・
素
蓋
鳴
命
・
生
国
魂
神
で
あ
る
。
社
伝
に
よ
る
と
開
口
神
社
は
、
開
口
・

木
戸
・
原
の
三
村
の
神
を
統
合
し
て
一
社
三
村
の
社
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
故
に
当
社
は
「
三
村
宮
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
祭
記
の
中
心

は
、
塩
土
老
翁
神
で
あ
る
。
関
口
神
社
は
、
少
な
く
と
も
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
は
堺
南
荘
内
に
敷
地
を
構
え
て
い
た
。
い
つ
の
頃
か
ら

か
塩
土
老
翁
神
は
、
住
吉
三
神
を
一
神
で
表
し
た
神
像
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
開
口
神
社
は
、
住

吉
大
社
の
外
宮
、
あ
る
い
は
奥
院
と
称
さ
れ
、
現
在
夏
八
月
一
日
の
住
吉
か
ら
の
堺
渡
御
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
開
口
神
社
の
神
宮

寺
が
念
仏
寺
で
あ
る
。
そ
れ
故
開
口
神
社
は
、
室
町
期
に
な
る
と
「
念
仏
寺
」
、
あ
る
い
は
念
仏
寺
の
別
称
で
あ
る
「
大
寺
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
念
仏
寺
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
寺
院
だ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

「
開
口
神
社
文
書
」
中
に
は
、
建
保
七
(
一
二
一
九
)
年
四
月
の
堂
供
養
・
塔
供
養
の
際
、
そ
の
導
師
に
支
出
し
た
布
施
の
関
連
文
書
が
二

齢
、
及
び
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
五
月
廿
六
日
付
の
立
塔
日
時
勘
文
が
あ
る
。
塔
の
建
立
に
先
立
っ
て
築
壇
・
居
礎
・
立
柱
の
た
め
の
吉
日

を
陰
陽
師
に
諮
問
し
、
そ
の
回
答
を
得
た
も
の
が
立
塔
勘
文
で
あ
る
。
こ
の
塔
が
完
成
し
、
そ
の
落
成
供
養
が
堂
舎
供
養
と
と
も
に
建
保
七

年
の
四
月
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
際
に
支
出
さ
れ
た
布
施
物
を
列
挙
し
た
の
が
布
施
注
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
通
の
布
施
注
文
に
注
目

し
た
い
。
こ
こ
に
見
え
る
「
向
二
郎
入
道
」
と
は
、
い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

48 47号お茶の水史学



「
向
井
」
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
開
口
神
社
文
書
」
に
は
、
「
向
井
」
を
名
乗
る
者
の
売
券
も
あ
る
。

こ
の
向
井
氏
は
、
向
井
の
地
を
本
貫
と
し
た
御
家
人
一
族
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
念
仏
寺
に
は
、
和
泉
国
御
家
人
が
堂
供
養
に
参
勤
し
て
い

た
。
さ
ら
に
念
仏
寺
と
周
辺
住
人
た
ち
と
の
関
連
を
見
ょ
う
。

(
必
)

開
口
神
社
に
は
、
永
和
元
(
一
三
七
五
)
年
の
念
仏
寺
年
中
行
事
を
記
し
た
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
月
一
日
の
大
黒
祭
、
二
日
の
修

正
会
か
ら
始
ま
っ
て
十
二
月
二
十
五
日
の
祈
祷
ま
で
の
年
中
行
事
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
正
月
修
正
会
の
五

日
の
記
事
と
十
二
月
二
十
五
日
の
祈
祷
の
記
事
で
あ
る
。
前
者
は
、
修
正
会
の
際
の
牛
玉
宝
印
を
庄
官
方
へ
送
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
方

後
者
は
、
不
明
な
点
が
多
い
が
年
末
の
祈
祷
と
開
口
神
社
の
庄
官
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
念
仏
寺
仏
事
に
は
寺
僧
と

と
も
に
「
庄
官
」
と
呼
ば
れ
る
者
達
が
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
「
庄
官
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
付
近
の
向

井
村
を
本
貫
と
す
る
向
井
氏
が
念
仏
寺
仏
事
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
「
庄
官
」
の
語
で
表
さ
れ
る
者
は
念
仏
寺
周
辺
の
有

力
者
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
「
庄
官
」
と
い
う
呼
称
か
ら
推
し
て
、
念
仏
寺
日
開
口
神
社
領
の
荘
務
を
分
担
し
て
い
た
者
達
の
可

能
性
も
あ
る
。
寺
院
の
仏
事
に
関
わ
る
こ
と
は
、
そ
の
寺
院
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
鎌
倉
期
に
お
け
る
開
口
神
社
H
念

仏
寺
は
御
家
人
や
「
庄
官
」
と
呼
ば
れ
る
在
地
有
力
者
の
深
い
帰
依
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

堺
南
荘
と
住
吉
社

和
泉
国
堺
南
荘
は
、
嘉
元
二
(
二
二

O
四
)
年
に
天
王
寺
遍
照
光
院
領
と
見
え
る
が
、
そ
の
後
の
伝
領
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
南

北
朝
期
に
住
吉
社
領
と
し
て
再
度
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

【
史
料
F
】

住
吉
社
申
当
社
領
堺
南
庄
守
護
使
狼
藷
事
、
先
度
被
仰
了
、
厳
密
可
致
其
沙
汰
之
由
、
重
被
仰
下
之
状
如
件
、
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八
月
廿
三
日

勘
解
由
次
官
(
花
押
)

河
内
大
夫
判
官
館

三
浦
周
行
氏
に
よ
っ
て
正
平
十
三
(
一
三
五
八
)
年
の
後
村
上
天
皇
の
論
旨
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
奏
者
の
勘
解
由
次
官
は
、
中
御
門

経
高
、
宛
所
の
河
内
大
夫
判
官
は
、
楠
木
正
儀
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
住
吉
社
か
ら
訴
え
て
き
た
守
護
使
の
狼
籍
を
止
め
る
よ
う
正
儀
に
通
達
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
当
社
領
堺
南
庄
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
G
】(

花
押
)

堺
南
庄
念
仏
寺
々
内
住
僧
職
事
、
寺
僧
等
企
列
参
、
当
三
尊
三
村
宮
可
有
御
寄
附
之
由
、
堅
依
歎
申
之
、
初
於
彼
住
僧
職
者
、
永
代
寺
家
仁
有

御
寄
進
者
也
、
然
励
寺
社
之
造
功
、
禰
可
致
殿
中
御
繁
栄
之
御
祈
祷
之
由
、
所
仰
候
也
、
の
執
達
如
件
、

(
一
四
一
一
)

応
永
十
八
年
六
月
廿
日

忠
重

念
仏
寺
々
僧
等
中

忠
重
は
、
住
吉
神
主
津
守
国
清
の
奉
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
念
仏
寺
の
寺
僧
達
が
列
参
を
企
て
、
念
仏
寺
内
の
住
僧
職
(
安
住
寺
住

僧
職
か
)
を
三
村
宮
に
寄
附
す
る
よ
う
申
請
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
こ
の
住
僧
職
を
念
仏
寺
側
に
寄
附
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
住

(
日
)

僧
職
を
め
ぐ
っ
て
は
、
若
干
の
問
題
が
存
在
し
た
ふ
し
が
あ
る
。
し
か
し
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
住
僧
職
は
念
仏
寺
側
の
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら

(
臼
)

に
応
永
二
十
二
三
四
一
五
)
年
六
月
二
十
日
に
は
、
国
清
の
跡
を
継
い
だ
国
豊
か
ら
も
念
仏
寺
に
対
し
住
僧
職
の
安
堵
状
が
出
さ
れ
て
い

る
。
史
料
G
で
は
、
住
僧
職
を
「
初
」
て
寄
進
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
史
料
G
以
前
、
こ
の
住
僧
職
は
住
吉
杜
側
の
有
す
る
も
の
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
念
仏
寺
自
体
の
住
僧
職
に
つ
い
て
は
、
応
永
十
五
(
一
四
O
八
)
年
十
一
月
二
十
四
日
付
で
和
泉
上
下
両
守
護
代
か
ら
念
仏
寺
住
僧

(
日
)

職
寄
進
状
が
念
仏
寺
に
宛
て
出
さ
れ
て
い
る
。
一
連
の
念
仏
寺
住
僧
職
の
帰
趨
を
巡
る
事
実
に
よ
っ
て
住
吉
社
の
影
響
力
が
、
か
な
り
低
下
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し
て
き
で
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
括
す
れ
ば
、
住
吉
社
領
と
な
っ
て
い
た
堺
南
荘
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
開
口
神
社
お
よ
び
念
仏
寺
は
、
周
辺
の
有
力
者
の
帰
依

を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
開
口
神
社
H
念
仏
寺
は
、
住
吉
社
領
と
し
て
住
吉
社
に
従
属
す
る
と
い
う
関
係
か
ら
は
、
離
脱
し
て
い
こ
う
と
す

る
方
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
関
口
神
社
H
念
仏
寺
と
住
吉
社
と
の
関
係
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。
次
章
で
考
察
し
た
い
。

第
三
章

住
吉
社
か
ら
の
離
脱

本
章
で
は
、
住
吉
社
と
深
い
関
連
を
有
し
て
い
た
念
仏
寺
(
開
口
社
)
と
堺
南
荘
が
住
吉
社
と
の
荘
園
制
的
関
係
か
ら
離
脱
し
て
い
く
過
程

を
追
う
。
そ
し
て
こ
の
念
仏
寺
の
変
化
が
、
中
世
都
市
堺
を
生
み
出
す
大
き
な
要
因
と
な
り
、
中
世
都
市
堺
が
荘
園
制
的
枠
組
み
の
中
か
ら
即

時
的
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
一
節

念
仏
寺
言
上
状

前
章
で
は
、
念
仏
寺
、
及
び
念
仏
寺
内
安
住
寺
双
方
の
住
僧
職
を
巡
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
結
果
、
念
仏
寺
が
住
吉
社
の
支
配
下
か

ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
念
仏
寺
の
動
き
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
応
永
三
十

(
一
四
二
四
)
年
九
月
幕
府
宛
念
仏
寺
言
上
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
H
】

泉
州
堺
南
庄
念
仏
寺
衆
徒
等
謹
支
申
、
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右
於
当
寺
、
乱
行
不
法
之
輩
、
依
令
露
顕
、
自
住
吉
之
社
家
、
寺
僧
等
以
起
請
文
、
可
注
進
之
由
、
被
下
知
之
問
、
何
一
々
捧
陪
文
之
処
、
乱

行
之
僧
五
人
仁
、
令
必
定
畢
、
然
問
、
以
社
家
之
使
節
三
人
、
彼
妻
女
等
仁
、
被
相
尋
之
問
、
悉
令
白
状
之
処
、
愛
為
社
家
之
奉
行
、
乱
僧
於

以
貝
期
展
之
儀
、
於
住
吉
神
前
十
人
清
僧
与
五
人
乱
僧
、
可
及
相
論
之
起
請
文
之
由
被
申
之
問
、
既
誼
拠
分
明
之
上
者
、
争
重
而
可
及
起
請
文
哉

之
由
、
清
僧
等
歎
申
之
処
、
背
社
命
之
由
、
被
下
知
、
結
旬
、
清
僧
等
、
忽
被
払
寺
家
、
被
破
脚
坊
舎
之
問
、
去
五
月
九
日
、
庭
中
言
上
及
、

同
六
月
廿
三
日
預
御
成
敗
、
任
清
僧
等
之
理
運
、
就
令
落
居
、
依
被
仰
付
住
吉
之
奉
行
所
、
則
自
社
家
、
被
払
件
乱
僧
五
人
、
厳
密
如
元
、
被

為
居
清
僧
十
人
之
問
、
究
淵
底
之
沙
汰
者
也
、
随
而
、
内
々
如
風
間
者
、
彼
乱
僧
等
、
就
申
当
山
御
院
中
企
訴
訟
之
由
、
承
及
之
問
、
所
支
申

也
、
且
云
好
訴
、
且
云
乱
行
、
若
於
有
御
許
容
者
、
自
宗
之
滅
亡
、
又
者
寺
家
顛
倒
之
基
也
、
不
可
有
不
歎
者
哉
、
所
詮
、
以
前
任
上
裁
落
居

之
旨
、
為
蒙
無
為
之
御
成
敗
、
粗
謹
支
言
上
如
件
、

三
四
二
四
)

応
永
舟
一
年
九
月

日

こ
れ
は
念
仏
寺
内
部
の
寺
僧
問
題
を
め
ぐ
る
住
吉
社
家
と
念
仏
寺
と
の
相
論
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
「
開
口
神
社
文
書
」
に
は
、
こ
の
事

件
に
関
連
し
た
文
書
数
通
が
あ
る
の
で
、
参
照
し
な
が
ら
事
件
の
推
移
に
つ
い
て
見
る
。
念
仏
寺
に
妻
女
を
帯
し
た
乱
僧
(
濫
僧
、
以
下
濫
僧

と
記
す
)
が
居
る
と
い
う
こ
と
で
住
吉
社
家
か
ら
念
仏
寺
側
に
命
じ
て
起
請
文
を
提
出
さ
せ
た
上
で
事
件
を
究
明
し
た
と
こ
ろ
、
五
人
の
僧
が

そ
の
乱
行
の
張
本
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
そ
こ
で
住
吉
社
家
か
ら
社
家
奉
行
の
下
人
を
含
む
使
節
三
人
が
下
向
し
、
五
人
の
濫
僧
の
究
明
に
当

た
っ
た
と
こ
ろ
、
妻
帯
や
息
女
の
存
在
を
白
状
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
吉
社
家
側
は
こ
の
濫
僧
五
人
を
愚
民
に
し
て
い
る
た
め
、
住
吉
神
前

に
お
い
て
濫
僧
五
人
と
、
無
実
と
判
明
し
て
い
る
清
僧
十
人
と
で
湯
起
請
を
行
う
よ
う
に
と
の
裁
定
が
下
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
起
請

文
之
一
段
事
者
、
両
方
理
非
相
半
之
時
、
共
可
致
沙
汰
事
」
で
あ
る
。
こ
の
一
件
は
、
「
既
詮
拠
分
明
之
上
」
は
、
理
非
顕
然
で
あ
る
。
従
つ

て
湯
起
請
に
及
ぶ
必
要
は
な
い
、
と
清
僧
等
が
反
駁
し
た
。
こ
れ
が
社
命
違
反
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
同
三
十
一
年
二
月
二
十
七
日
に
清
僧
等

は
、
念
仏
寺
か
ら
追
放
さ
れ
、
そ
の
坊
舎
は
悉
く
破
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
服
と
し
た
念
仏
寺
側
は
、
同
年
五
月
に
幕

(
却
)

府
の
庭
中
へ
訴
え
る
。
そ
の
裁
定
が
六
月
二
十
三
日
に
下
り
、
清
僧
ら
は
還
住
す
る
事
が
で
き
た
が
、
さ
ら
に
濫
僧
五
人
は
、
好
訴
を
企
て
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【表1開口神社散銭知行関係史料
年月日 j 文書名 :差出 ; 宛所

①延徳2.10.晦 : 念仏寺修理料足預状案 : 昭広 念仏寺)

②(明応2).}1.11 :安養寺昭広書状 jあんやうし昭広 jせんかく房

~--Q唄底.7)..l1.!~L~_二封宣某蓑松義.制・・ー--司ーー--J-.4念仏支j.....;.i開閉毘豆'ft喧思)…-ー
④(明応2)1121i圃閤伊豆守昭忠書状 j闇閉伊豆守昭忠念仏寺)年行寺坊 』

⑤(明応2).11.22 :闇閉伊豆守昭忠書状 i自国間伊豆守昭忠(念仏寺)年行寺

⑥明応2.11.23 堺南荘文代官小坂安秀折紙案!当庄政所 j 住吉安養院
⑦(明応2).11.23:小坂安秀書状 :小坂安秀 : 念仏寺年預房

@(明応2).11.24 :閣閉伊豆守昭忠書状 j闇閤伊豆守昭忠 j年行寺坊

⑨(明応2).11.25:闇閤伊豆守昭忠書状 :闇閉伊豆守昭忠: 年行寺坊

⑩明応2.12.2 安富元家折紙 j安富元家 ; 小坂次郎左衛門尉

------ー・ー・・・ー・ー・・・...-・・・・・ーー・・・・ーーーーーーー-----....--_...-樹齢-_.....----ー・ー・ー-・ー・・・・幡暢網"働暢・・ー-----------
⑪明応 2.12.2 堺南荘又代官小坂安秀折紙 j小坂安秀 j 念仏寺

⑫(明応2)125:小坂安秀書状 :小坂安秀 ;念仏寺

⑬(明応4).9.19:住吉社明宗頼重等連署書状 :明宗頼重 j 念仏寺衆僧

:氏昭忠絹

⑭(明応4).9.20:三村宮某書状案 (念仏寺) 住吉社

⑬明応4.9.26 国則料足誼文 :津守国則 : 池永左京亮

⑮(明応4).9.26:津守国則書状 !津守国則 j 池永左京亮
@天文211218 ;池永長阿料足寄進状 1池永長阿 7念仏寺 ー

⑬天文21.12.18 池永長阿書状 j池永長阿 ( 念仏寺少納言
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幕
府
に
出
訴
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
支
状
の
案
文
が
史
料
H
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
念
仏
寺
内
部
の
濫
僧
の
究
明
に
関
し
、
明
ら
か
に
住
吉
社
家
側
が
調
査
・
裁
定
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
社
命
違

て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
住
吉
社
は
、
念
仏
寺
に
対
す
る
検
断
権
も
握
つ

一
方
で
、
念
仏
寺
側
は
、
理
非
顕
然
の
上
は
起
請
に
及
ば
ず
、
と
い
う
裁
判
上
の
論
理
を
持
ち
出
し
て
住
吉
社
家
側
の
裁

反
と
し
て
清
僧
等
を
寺
内
か
ら
追
放
し
、
彼
ら
の
坊
舎
の
破
却
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

定
に
論
駁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
念
仏
寺
の
動
向
に
対
し
、
住
吉
社
側
は
、
神
前
に
お
け
る
湯
起
請
と
い
う
手
段
で
押
さ
え
込
も
う
と
画
策
す
る
。
史
料
H
の
場

合
、
濫
僧
自
ら
が
そ
の
乱
行
を
自
白
し
て
お
り
、
理
非
顕
然
で
あ
る
。
理
非
顕
然
の
場
合
は
湯
起
請
に
及
ぶ
必
要
は
な
い
、
と
い
う
の
が
中
世

を
通
じ
て
の
裁
判
規
範
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湯
起
請
を
強
要
し
て
い
る
背
景
に
は
、
他
な
ら
ぬ
住
吉
社
の
神
前
で
住
吉
神
に
よ
る

神
判
を
行
う
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
湯
起
請
と
い
う
神
判
を
通
じ
て
念
仏
寺
が
依
然
と
し
て
住
吉
社
の
支
配
下
に
あ
る

こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
に
相
違
な
い
。

(ω) 

こ
の
事
件
の
顛
末
は
定
か
で
は
な
い
。
応
、
水
三
十
四
三
四
二
七
)
年
十
月
の
室
町
将
軍
家
祈
願
寺
安
堵
要
請
の
言
上
状
に
よ
る
と
、
結

局
清
僧
等
は
、
そ
の
後
も
寺
家
に
と
ど
ま
り
、
仏
事
は
退
転
な
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
濫
僧
、
あ
る
い
は
住
吉
社
側
か
ら
何
ら

か
の
干
渉
が
続
い
て
い
た
ら
し
く
、
念
仏
寺
か
ら
は
、
祈
願
寺
の
安
堵
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に
は

(
創
)

将
軍
義
持
の
御
判
御
教
書
が
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
念
仏
寺
の
住
吉
社
に
反
駁
す
る
動
き
は
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
の
か
。
次
節
以
下
、
具
体
的
事
例
か
ら
考
察
す
る
。

第
二
節

開
口
社
散
銭
知
行
権
と
住
吉

明
応
二

(
一
四
九
三
)
年
、
住
吉
社
家
と
念
仏
寺
の
間
で
三
村
宮
、
す
な
わ
ち
開
口
社
神
前
の
散
銭
を
巡
っ
て
相
論
が
起
こ
る
。
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【
史
料

I
}

当
社
両
宮
三
村
社
之
事
、
去
々
年
一
乱
之
剤
、
号
借
銭
、
彼
一
宮
御
押
領
段
、
言
語
道
断
之
次
第
候
、
借
用
之
事
者
、
任
大
法
、
可
有
其
沙
汰

候
哉
、
殊
今
度
就
当
社
之
儀
、
如
柱
古
、
万
可
有
執
行
之
由
、
自
京
都
被
仰
出
候
、
然
上
者
、
早
々
被
還
付
候
者
、
日
出
候
、
若
御
難
渋
候
者
、

天
下
御
祈
祷
閥
候
哉
、
無
勿
拡
候
、
所
詮
神
慮
之
事
候
へ
者
、
可
然
様
被
仰
合
、
如
先
規
無
相
違
候
者
、
一
社
可
為
大
慶
候
、
事
々
恐
々
謹
言
、

九
月
十
九
日

念
仏
寺衆
僧
御
中

【
史
料
J
】

(
奥
書
)
「
住
吉
ゑ
の
返
事

案
文
」

明

宗
(
花
押
)

車貢

重
(
花
押
)

氏

昭
(
花
押
)

忠

弱
(
花
押
)

当
社
就
散
銭
之
儀
、
御
懇
預
御
札
候
、
委
細
拝
見
申
候
、
彼
参
銭
之
儀
、
安
養
寺
連
々
御
知
行
之
儀
候
処
ニ
、
先
年
御
借
銭
之
時
、
彼
御
質
物

入
被
置
候
き
、
然
問
、
去
々
年
度
々
催
促
申
候
処
ニ
、
何
共
無
御
了
間
之
由
、
御
返
事
候
問
、
さ
て
ハ
御
契
約
之
御
文
言
ニ
ま
か
せ
、
知
行
仕

候
、
其
己
後
、
自
京
都
も
預
御
尋
候
之
問
、
如
此
子
細
申
、
同
彼
御
借
状
懸
御
日
候
処
ニ
寺
家
之
申
事
、
聞
召
被
分
候
て
、
御
下
知
被
成
候
問
、

柳
於
寺
家
、
非
如
在
之
儀
候
、
殊
只
今
押
領
仕
候
之
由
被
仰
候
、
覚
悟
不
及
子
細
候
、
重
而
御
尋
之
儀
候
共
、
此
外
者
、
別
之
申
事
有
間
敷
候
、

委
細
猶
使
者
可
申
候
問
、
今
者
略
候
、
恐
恒
謹
言
、

九
月
廿
日
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住
吉
一
社
中
御
報

こ
れ
は
住
吉
社
家
と
念
仏
寺
の
間
で
三
村
宮
(
開
口
社
)
神
前
の
散
銭

(
H
養
銭
)
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
生
じ
た
際
の
史
料
で
あ
る
。
関
連

の
史
料
に
つ
い
て
は
表
に
ま
と
め
た
。
事
件
の
推
移
を
追
い
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
史
料
を
見
る
。

そ
も
そ
も
事
件
の
発
端
は
、
延
徳
二
三
四
九

O
)
年
十
月
に
遡
る
(
表
参
照
、
史
料
①
。
以
下
史
料
①
の
よ
う
に
示
す
の
は
す
べ
て
こ
の

表
の
番
号
で
あ
る
)
。
住
吉
社
家
安
養
寺
昭
広
は
念
仏
寺
修
理
料
か
ら
五
貫
文
を
借
り
る
。
抵
当
に
入
れ
た
の
は
、
三
村
宮
の
散
銭
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
借
銭
の
返
付
が
成
さ
れ
ず
、
借
状
の
契
約
が
履
行
さ
れ
な
い
ま
ま
三
年
が
過
ぎ
、
明
応
一
一
(
一
四
九
三
)
年
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
借

銭
と
三
村
宮
散
銭
知
行
権
が
問
題
化
し
た
の
で
あ
る
。
何
故
明
応
一
一
年
の
段
階
に
問
題
化
し
た
の
か
、
そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

ひ
と
ま
ず
散
銭
知
行
権
は
念
仏
寺
側
の
権
利
と
し
て
落
ち
着
く
。
明
応
二
年
十
二
月
二
日
に
当
時
幕
府
御
料
所
と
な
っ
て
い
た
堺
南
荘
代
官
か

ら
又
代
官
を
通
し
て
念
仏
寺
へ
散
銭
知
行
権
を
認
め
る
安
堵
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
史
料
⑩
)
。
こ
の
安
堵
に
至
る
ま
で
、
社
家
奉
行
闇
閤

(
開
聞
)
伊
豆
守
昭
忠
を
介
し
て
住
吉
社
と
念
仏
寺
の
間
で
度
々
折
衝
が
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
が
史
料
②
1
⑨
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な

る。
と
こ
ろ
が
こ
の
事
件
に
は
、
住
吉
社
と
念
仏
寺
の
外
、
第
三
者
の
存
在
が
窺
わ
れ
る
。
十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
念
仏
寺
年
行
寺
か
ら
社
家

奉
行
へ
の
返
事
(
史
料
③
)
に
「
彼
之
御
借
状
絵
所
へ
遣
候
問
、
彼
方
之
儀
を
今
一
応
致
苦
労
、
可
令
申
心
中
候
処
、
彼
仁
他
行
候
て
延
引
之

僚
、
(
例
の
借
用
状
は
、
よ
そ
の
人
に
遣
わ
し
て
い
る
の
で
借
銭
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
今
一
度
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、
こ
の
人
物
が
不

在
の
た
め
引
き
延
ば
し
て
お
り
ま
す
)
・
:
」
と
あ
る
。
こ
の
史
料
の
内
容
か
ら
、
借
銭
問
題
に
は
第
三
者
が
絡
ん
で
い
た
こ
と
が
判
る
。
更
に

十
一
月
二
十
五
日
、
闇
閤
昭
忠
か
ら
念
仏
寺
年
行
寺
に
宛
て
た
書
状
(
史
料
⑨
)
に
「
ま
つ
そ
れ
ま
で
、
本
銭
五
貫
文
進
之
候
、
銭
、
王
の
方
へ

も
た
せ
か
け
ら
れ
候
て
、
御
扱
候
て
可
給
候
、
利
平
の
事
者
、
銭
、
玉
の
御
返
事
ニ
よ
り
、
か
さ
ね
て
御
さ
ん
用
可
申
候
(
元
本
五
貫
文
の
こ
と

に
つ
い
て
は
銭
主
の
方
へ
も
ち
か
け
て
処
理
し
て
ほ
し
い
、
利
息
に
つ
い
て
も
銭
主
の
返
事
に
よ
り
計
算
い
た
し
ま
す
。
)
」
と
あ
る
。
従
っ
て
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安
養
寺
昭
広
の
借
銭
は
、
当
初
は
念
仏
寺
で
は
な
く
、
他
の
銭
主
か
ら
の
借
銭
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

さ
て
、
結
局
三
村
宮
散
銭
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
念
仏
寺
の
知
行
が
確
定
し
、
そ
の
安
堵
の
裁
定
が
下
さ
れ
る
。
堺
南
荘
又
代
官
小
坂

安
秀
か
ら
住
吉
社
側
に
対
し
、
念
仏
寺
へ
の
安
堵
決
定
、
及
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
異
議
申
し
立
て
は
、
十
一
月
中
に
申
し
出
る
こ
と
の
二
点
が

通
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
十
一
月
二
十
三
日
の
書
下
状
で
あ
る

(
史
料
⑥
)
。
そ
し
て
十
二
月
二
日
に
念
仏
寺
の
散
銭
知
行
権
を
認
め
る
安

堵
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
(
史
料
⑩
)
。

し
か
し
、
事
件
は
こ
の
ま
ま
落
着
し
な
か
っ
た
。
そ
の
状
況
を
示
す
の
が
史
料
I
・
J
で
あ
る

(
史
料
⑬
・
⑭
)
。

ま
ず
、
二
通
の
差
し
出
し
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
史
料
I
は
、
明
宗
以
下
四
人
の
連
署
状
で
あ
る
。
こ
の
礼
紙
に
は
「
住

吉
一
社
明
宗
」
と
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
四
人
は
、
住
吉
社
側
の
者
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
宛
所
は
、
「
念
仏
寺
衆
僧
御
中
」
で
あ
る
。
従
っ
て

史
料
I
は
、
住
吉
社
家
か
ら
念
仏
寺
衆
僧
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
他
方
、
史
料
J
の
奥
書
に
は
「
住
吉
ゑ
の
返
事
」
と
あ
る
。

史
料
I
は
九
月
十
九
日
付
、
史
料
J
は
九
月
二
十
日
で
あ
る
。
史
料
J
は
史
料
I
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
。
従
っ
て
史
料
J
の
差
し
出
し
は
、

念
仏
寺
衆
僧
で
あ
る
。
史
料
J
の
端
書
に
は
「
案
文
」
と
あ
る
。
史
料
J
は
、
案
文
と
し
て
念
仏
寺
に
残
っ
た
も
の
で
、
差
し
出
し
は
念
仏
寺

側
で
あ
る
。

史
料
J
、
明
応
四
(
一
四
九
五
)
年
の
時
点
で
は
、
延
徳
二
三
四
九
O
)
年
の
借
状
の
契
約
ど
お
り
念
仏
寺
が
三
村
宮
の
散
銭
知
行
権
を

握
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
不
服
と
し
た
住
吉
社
側
が
念
仏
寺
へ
散
銭
の
返
還
を
求
め
る
要
求
を
し
た
の
が
、
史
料
I
の
連
署
書
状
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
史
料
J
を
見
る
限
り
に
お
い
て
念
仏
寺
側
の
態
度
は
か
な
り
強
硬
で
あ
る
口
「
念
仏
寺
側
と
し
て
は
契
約
ど
お
り
散
銭
を
知
行
し
、

そ
の
旨
は
「
京
都
」
の
方
か
ら
も
了
解
を
得
て
い
る
。
従
っ
て
散
銭
の
返
還
は
し
な
い
」
、
と
住
吉
社
側
の
申
し
出
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
あ

る。
さ
て
、
も
う
少
し
散
銭
を
め
ぐ
る
問
題
を
追
っ
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
は
、
結
局
第
三
者
で
あ
る
銭
主
の
登
場
で
よ
う
や
く
の
解
決
を
見
る
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ょ
う
で
あ
る
。

{
史
料
K
}

此
向
者
、
依
無
差
題
目
、
久
不
串
通
侯
、
の
三
村
社
之
事
、
為
一
社
、
寺
家
へ
歎
候
処
、
被
加
御
異
一
言
、
属
無
為
、
殊
代
物
、
過
分
依
御
引
違
、

彼
情
状
等
、
送
給
候
、
一
社
大
慶
不
可
過
此
扶
、
委
細
之
段
、
田
中
加
賀
守
可
申
候
、
恐
々
謹
一
言
、

別
(
花
押
)

九
月
廿
六
日

国

池
永
左
京
中
弛
殿

こ
れ
は
住
吉
杜
神
主
の
津
守
恒
則
の
害
状
で
あ
る
(
史
料
品
ゆ
)
。
罰
則
が
問
自
付
け
で
池
永
か
ら
借
銭
し
た
(
史
料
⑮
)
時
に
出
さ
れ
た
害

状
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
三
村
宮
の
件
に
つ
き
、
住
吉
一
社
と
し
て
念
仏
寺
へ
歎
き
申
し
た
と
こ
ろ
、
池
永
左
京
亮
が
、
意
見
を
加
え
、
事
詰
無
為
に

収
ま
っ
た
と
い
う
。
殊
に
地
、
水
防
に
よ
っ
て
住
吉
社
の
情
銭
が
立
て
替
え
ら
れ
た
上
、
借
状
も
返
還
さ
れ
た
。
そ
の
報
告
と
札
を
述
べ
て
い

る
の
で
あ
る
。
地
永
左
京
売
は
昔
、
つ
ま
で
も
な
く
史
料
K
の
宛
所
の
人
物
で
あ
る
。

史
料
K
と
と
も
に
津
守
田
則
は
、
一

O
O
賞
文
の
借
状
を
地
永
氏
に
差
し
出
し
て
い
る
(
史
料
⑩
)
。
お
そ
ら
く
、
念
仏
寺
へ
の
借
銭
五
賞

文
の
立
て
替
え
と
と
も
に
ま
た
散
銭
を
担
保
と
し
た
多
額
の
借
銭
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
津
守
国
則
か
ら
の
借
状
が
、
五

十
二
年
も
経
た
天
文
二
十
一
(
一
五
五
一
一
)
年
に
な
っ
て
池
永
助
九
郎
長
阿
か
ら
念
仏
寺
へ
寄
進
さ
れ
て
い
る
(
史
料
⑫
)
。
こ
の
よ
う
に
借

状
を
担
保
物
件
の
権
利
と
と
も
に
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
債
権
は
念
仏
寺
に
委
譲
さ
れ
た
。

以
上
の
事
項
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
延
徳
二
年
十
月
、
住
吉
社
家
安
養
寺
昭
誌
は
、
念
仏
寺
修
理
料
足
と
し
て
の
五
貫
文
を
信
用
し
た
。
こ

れ
は
実
禁
的
に
は
、
池
永
左
京
亮
、
あ
る
い
は
別
の
人
物
か
ら
の
借
銭
で
あ
っ
た
。
抵
当
に
は
、
一
一
一
村
宮
神
蔀
散
銭
が
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
惜

状
を
銭
、
主
は
念
仏
寺
に
寄
進
し
た
と
忠
わ
れ
る
。
従
っ
て
住
在
社
側
か
ら
の
借
銭
返
済
が
諮
る
な
ら
ば
、
一
一
一
村
官
神
前
の
散
銭
は
、
念
仏
寺
の

所
有
に
な
る
。
結
局
、
一
一
一
村
宮
散
銭
に
関
し
て
は
、
念
仏
寺
の
知
行
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
不
競
と
し
た
住
吉
社
側
は
、
散
銭
知
行
権
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を
取
り
戻
す
べ
く
運
動
を
展
開
す
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
池
永
左
京
売
が
再
度
三
村
宮
散
銭
を
担
保
に
念
仏
寺
借
銭
を
含
む
一

O
O
貫
文
を

住
吉
社
側
に
貸
し
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
住
吉
社
は
念
仏
寺
へ
の
借
銭
返
済
を
果
た
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
再
び
三
村
宮
散
銭
知
行
権
の

帰
趨
は
一
応
の
決
着
を
見
た
が
、
結
局
住
吉
社
側
か
ら
池
永
氏
へ
一

O
O
貫
文
の
返
済
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
天
文
年
間
に
池
永
左
京
亮
の
子

か
ら
当
該
の
借
状
が
念
仏
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
最
終
的
に
住
吉
社
は
散
銭
の
知
行
権
を
放
棄
し
、
こ
れ
を
得
た
の
は
念
仏
寺

側
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
本
節
で
は
、
念
仏
寺
が
三
村
宮
散
銭
知
行
権
の
帰
趨
を
め
ぐ
っ
て
住
吉
社
と
対
立
し
、
こ
れ
を
獲
得
し
て
い
っ
た
事
例
を
見
た
。
こ
こ

に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
開
口
社
H
念
仏
寺
は
、
何
故
明
応
年
間
に
な
っ
て
住
吉
社
か
ら
の
散
銭
知
行
権
の
獲
得
に
成
功
し
た
の
か
。
こ
れ

を
次
節
の
課
題
と
し
、
本
節
の
問
題
に
大
き
く
絡
ん
で
い
た
池
永
氏
、
あ
る
い
は
池
永
氏
同
様
堺
に
起
居
し
念
仏
寺
(
開
口
社
)
と
関
係
の
あ

っ
た
人
物
た
ち
を
取
り
上
げ
た
い
。

第
三
節

念
仏
寺
と
「
堺
」
都
市
民

念
仏
寺
は
、
三
村
宮
散
銭
の
知
行
権
を
め
ぐ
っ
て
住
吉
社
と
対
立
し
、
こ
れ
を
獲
得
し
た
。

は
池
永
氏
、
す
な
わ
ち
堺
の
商
人
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
堺
に
集
住
し
た
人
々
に
焦
点
を
あ
て
る
。 一
連
の
事
件
に
際
し
、
念
仏
寺
を
援
助
し
た
の

寄通史
進毒料
状き L

奉
寄
進

田
地
事

合
壱
町
玖
段
七
拾
五
歩
者
、
〔
在
所
摂
津
国
住
吉
郡
五
ヶ
庄
之
内
、
目
録
並
紛
失
状
別
需
在
之
、
〕

右
彼
堀
内
之
田
地
者
、
難
為
我
孫
子
屋
次
郎
子
孫
相
伝
私
領
、
満
歳
以
後
、
為
先
祖
浄
保
、
見
祐
、
浄
仙
、
見
周
、
妙
善
、
願
主
宗
勝
後
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生
菩
提
也
、
本
支
謹
相
副
可
申
慮
ニ
、
文
明
或
年
他
所
江
預
握
候
仁
、
令
紛
失
鉄
、
然
問
、
目
録
紛
失
状
椙
刷
、
所
奉
寄
進

鏡
也
、
宮
内
一
異
乱
煩
申
之
輩
出
来
在
之
者
、
悌
陀
寄
進
上
者
、
可
任
大
法
旨
者
意
、
話
為
後
代
亀
鏡
之
状
如
件
、

張
我
孫
子
屋
次
郎
申
置
、

金
(
花
押
)

養
緩
和
出
明

(
一
四
七
二

文
明
三
年
僻
後
八
月
十
二
日

道

位
(
花
押
)

(
m
m
)
 

こ
れ
は
、
大
徳
寺
義
徳
院
に
残
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
大
徳
寺
は
堺
と
の
関
係
が
深
く
、
堺
付
近
に
末
寺
を
有
し
て
お
り
、

多
く
の
詣
人
の
帰
依
を
受
け
た
。
史
料
L
に
見
え
る
我
孫
子
屋
次
郎
も
大
徳
寺
義
徳
院
へ
私
領
を
寄
進
し
た
。
こ
の
起
踊
文
の
神
文
に
は

「
嘗
庄
三
村
三
社
明
神
御
罰
」
と
あ
る
む
「
三
村
宮
」
と
呼
称
さ
れ
た
の
は
関
口
社
で
あ
る
。
従
っ
て
「
嘗
庄
三
村
三
社
」
に
誓
い
を
た
て
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
道
金
と
智
位
は
堺
の
住
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

我
孫
子
屋
に
つ
い
て
は
、
「
問
中
文
書
」
に
我
孫
子
屋
の
名
の
見
え
る
売
券
が
あ
る
。
日
村
は
文
明
十
四
年
三
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
こ
こ

智

で
売
買
の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
の
所
在
地
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

{
史
料
M
}

貰
渡
申
家
屋
敷
之
事

合
萱
宇
者
、

四
至
限

東
海
会
寺
築
地
限

北
我
孫
子
屋
助
次
郎
農

南
き
ぬ
や
霜
三
部
殿

西
大
道

但
た
つ
み
や
の
方
へ
地
出
供
、

(
後
略
〉

四
至
を
決
定
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
ま
ず
東
限
の
海
会
寺
は
門
庶
軒
目
録
」
記
主
で
あ
る
季
弘
大
叔
が
文
明
十
六
年
か
ら
十
八
年
に
か
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け
て
居
住
し
た
禅
宗
寺
院
、
西
援
に
な
っ
て
い
る
大
道
は
堺
の
中
心
を
南
北
に
走
る
通
り
、
そ
し
て
北
販
が
我
孫
子
屋
助
次
郎
の
屋
敷
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
売
券
で
売
買
の
対
象
に
去
っ
た
家
屋
は
、
堺
の
都
市
域
内
に
あ
り
、
我
孫
子
屋
一
族
は
堺
都
市
域
内
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
吋
燕
軒
目
録
」
に
は
我
孫
子
屈
の
名
が
散
見
す
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
史
料
L
の
我
孫
子
陸
次
郎
も
堺
の
住
民
だ
っ
た
と
結
論

で
き
る
。

次
に
寄
進
の
対
象
と
な
っ
た
土
地
に
つ
い
て
見
て
わ
お
き
た
い
。
文
明
三
年
十
月
に
道
金
に
よ
っ
て
坪
付
注
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
坪
付

の
対
象
地
は
史
料
L
に
見
え
る
周
年
嵩
八
月
に
寄
進
さ
れ
た
田
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
寄
進
さ
れ
た
土
地
は
、
田
昌
併
せ
て
一
再
九
反
七

十
五
歩
で
あ
る
。
し
か
し
全
て
買
得
あ
る
い
は
質
流
れ
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
り
、
我
孫
子
屋
が
得
て
い
た
収
益
は
、
加
地
子
得
分
で
あ
っ

た
。
こ
の
五
ヶ
荘
の
村
々
の
内
の
一
つ
に
我
孫
子
村
が
あ
り
、
我
孫
子
屋
一
族
の
本
貫
の
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
文
間
(
一
五
一
一
一
五
)
年
四
月
一
一
八
日
の
「
念
仏
差
続
日
記
」
は
、
念
仏
寺
の
築
地
修
理
に
寄
進
し
た
人
数
を
審
議
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
克
る
と
「
の
と
(
野
遼
)
や
」
「
石
津
や
」
「
替
問
屋
」
「
天
王
寺
や
」
「
あ
ま
の
(
天
野
)
や
」
「
石
は
し
(
橋
)
や
」
「
た
ち
め
(
多
治

米
)
や
」
「
木
津
や
」
「
あ
は
ち
(
淡
路
)
や
」
等
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
、
そ
の
屋
号
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
い
ず
れ
も
堺
局
辺

を
本
貫
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
堺
豪
商
と
し
て
有
名
な
「
野
遠
屋
」
は
、
河
内
国
入
上
郡
野
遠
郊
の
出
身
で
、
早
い
時
期
か
ら
堺
近
郊

に
田
地
を
有
し
金
貸
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
判
っ
て
い
る
。

「
念
仏
差
眼
目
記
」
の
「
小
室
町
」
の
項
に
「
次
郎
五
郎
殿
板
原
」
と
あ
る
の
「
念
仏
差
帳
日
記
」
の
表
記
は
、
「
名
前
十
屋
号
」
あ
る
い

は
「
名
前
十
一
姓
」
と
い
う
型
で
あ
る
。
こ
の
板
販
の
場
合
は
、
官
ザ
で
は
な
い
。
板
原
氏
は
、
も
と
も
と
和
泉
南
部
を
拠
点
に
し
た
夜
地
の
土

楽
で
あ
る
。
「
念
仏
提
帳
日
記
」
に
見
え
る
板
原
氏
が
尚
人
で
あ
る
か
密
か
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
堺
に
お
け
る
渡
磨
船
貿
易
に
は
、

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

【
史
料
N
}

返
礼
候
、

中世都市堺成立過租における都市民の変容61 



堺
南
北
十
人
の
き
ゃ
く
し
ゅ
〔
渡
唐
船
之
儀
相
催
衆
也
〕
よ
り
以
木
屋
宗
観
〔
不
知
実
名
〕
小
西
宗
左
衛
門
、
五
種
五
荷
到
来
候
、
其
謂
者
去

年
板
原
次
郎
左
衛
門
ヲ
土
佐
へ
下
候
へ
と
為
惣
中
申
候
へ
共
、
不
罷
下
候
問
、
為
此
方
申
付
下
候
様
に
と
申
て
候
つ
る
間
申
付
下
候
、
然
時
ニ

渡
唐
船
出
来
候
、
祝
着
之
由
申
て
如
此
候
・
:

「
渡
唐
船
之
儀
催
衆
」
で
あ
る
堺
南
北
十
人
の
惣
中
か
ら
板
原
氏
に
土
佐
へ
下
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
板
原
氏
は
依
頼
に

応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
再
度
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
要
請
ど
お
り
板
原
氏
は
土
佐
へ
下
り
、
渡
唐
船
之
儀
が
相
成
っ
た
、
そ
の
返
礼
と
し
て
堺

か
ら
木
屋
・
小
西
が
来
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
土
佐
は
、
堺
に
と
っ
て
対
明
貿
易
の
中
継
点
と
し
て
重
要
な
港
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
渡
唐

船
関
連
で
堺
の
者
が
土
佐
へ
下
向
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
間
の
事
情
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
一
ヶ
月
前
、
『
天
文
日
記
」
十
二
月
二
十
四
日
条
に
関
連
記
事
を
見
い
だ
せ
る
。
こ
の
目
、

土
佐
の
一
条
教
房
か
ら
の
書
簡
が
板
原
次
郎
左
衛
門
に
届
く
。
去
(
天
文
五
)
年
か
ら
渡
唐
船
造
船
の
た
め
に
材
木
を
貯
め
て
お
い
た
の
で
本

願
寺
建
立
の
た
め
に
こ
の
材
木
を
供
出
し
よ
う
、
と
い
う
内
容
の
書
簡
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
渡
唐
船
の
造
営
に

支
障
を
来
し
た
堺
側
は
、
材
木
不
足
を
解
決
す
る
た
め
板
原
氏
の
土
佐
下
向
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
『
天
文
日
記
』
に
は
板
原
氏
が
散
見
す

る
。
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
本
願
寺
証
如
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
先
の
天
文
四
年
「
念
仏
差
帳
日
記
」
か
ら
も

窺
え
る
よ
う
に
堺
小
屋
町
に
居
住
し
、
堺
の
対
明
貿
易
に
絡
ん
で
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

「
念
仏
差
帳
日
記
」
の
「
材
木
町
」
の
項
に
は
、
「
善
次
郎
殿
玉
井
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
「
名
前
+
姓
」
の
型
で
あ
る
。
玉
井
に
つ
い
て
は
地

理
的
に
は
比
定
で
き
な
い
。
し
か
し
『
田
代
文
書
』
年
未
詳
十
月
六
日
松
浦
守
書
状
に
は
、
和
泉
南
部
に
出
自
を
持
つ
綾
井
氏
や
田
代
氏
等

の
土
豪
・
在
地
領
、
玉
と
共
に
玉
井
彦
六
が
そ
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
お
そ
ら
く
玉
井
一
族
も
和
泉
南
部
に
出
自
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か
。

さ
ら
に
「
念
仏
差
帳
日
記
」
の
「
甲
斐
町
」
の
項
に
あ
る
「
き
く
や

(
部
)

門
徒
で
あ
る
。
ま
た
「
材
木
町
」
の
「
三
宅
与
九
郎
」
も
、
『
証
如
上
人
日
記
』
に
腹
巻
屋
の
畠
地
の
返
渡
に
つ
い
て
証
如
よ
り
連
絡
を
受
け

(
菊
屋
)
宗
左
衛
門
」
は
、
『
天
文
日
記
』
に
見
え
る
有
力
な
一
向
宗
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(
剖
)

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
開
口
社
日
念
仏
寺
は
、
室
町
後
期
に
な
る
と
鎌
倉
期
に
み
た
御
家
人
や
「
庄
官
」
と
呼
ば
れ
る
在
地
有
力
者
と
は
異
な
り
、
堺

周
辺
を
本
貫
と
す
る
商
人
、
土
豪
、
あ
る
い
は
本
願
寺
門
徒
ら
と
の
関
係
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
本
章
を
ま
と
め
る
。
堺
南
荘
は
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
開
口
社
H
念
仏
寺
が
住
吉
社
と
祭
杷
に
基
づ
く
関
係
に
あ
り
、
実
質
的
に
は
住

吉
社
領
で
あ
っ
た
。
三
村
宮
(
開
口
社
)
散
銭
知
行
権
も
住
吉
社
が
保
持
す
る
関
係
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
応
仁
・
文
明
期
前
後
か
ら

開
口
社
H
念
仏
寺
と
住
吉
杜
と
の
関
係
が
揺
ら
ぎ
始
め
る
。
同
じ
頃
、
念
仏
寺
に
拠
る
人
々
の
性
格
が
変
化
し
た
。
鎌
倉
期
に
見
ら
れ
た
御
家

人
や
在
地
の
有
力
者
で
は
な
く
、
新
し
く
近
郊
か
ら
移
住
し
勢
力
を
伸
ば
し
始
め
た
人
々
が
念
仏
寺
と
深
く
関
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
最
初
の
仮
説
に
立
ち
返
っ
て
み
る
。
中
世
都
市
堺
は
、
堺
南
北
荘
が
そ
の
ま
ま
移
行
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
推
論
を
た
て
た
。

こ
の
推
論
を
本
章
に
即
し
て
再
考
す
る
。
堺
南
荘
の
中
心
開
口
社
H

念
仏
寺
は
、
御
家
人
や
「
庄
官
」
と
い
う
在
地
有
力
者
の
帰
依
を
受
け
て

い
た
。
し
か
し
、
室
町
中
期
以
降
顕
著
と
な
る
の
は
、
近
郊
を
出
自
と
す
る
商
人
、
貿
易
従
事
者
、
土
豪
、

一
向
宗
門
徒
と
念
仏
寺
の
関
係
で

あ
る
。
彼
ら
は
旧
来
の
住
吉
社
に
よ
る
支
配
関
係
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
新
興
の
富
裕
層
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
堺
南
北
荘
と
中
世
都
市

堺
で
は
、
そ
の
中
核
の
一
翼
で
あ
る
開
口
社
H
念
仏
寺
の
性
格
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

①
中
世
都
市
堺
は
、
堺
南
北
荘
か
ら
構
成
さ
れ
る
都
市
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
史
料
に
見
え
る
地
名
の
確
認
作
業
の

過
程
に
お
い
て
中
世
都
市
堺
と
堺
南
北
荘
の
聞
に
は
空
間
的
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
。

②
堺
南
荘
の
鎮
守
は
開
口
社
H
念
仏
寺
で
あ
り
、
そ
の
祭
記
の
関
係
か
ら
開
口
社
は
住
吉
社
の
奥
院
あ
る
い
は
外
宮
と
さ
れ
、
実
質
的
に
は

堺
南
荘
は
住
吉
社
の
社
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
応
仁
・
文
明
期
以
降
、
住
吉
社
の
堺
南
荘
に
対
す
る
知
行
は
退
転
す
る
。
す
で
に
応
永
期
に
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は
住
僧
職
や
寺
僧
問
題
を
め
ぐ
る
相
論
に
お
い
て
、
住
吉
社
は
開
口
杜
(
念
仏
寺
)
に
対
す
る
影
響
力
の
低
下
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て

明
応
年
間
に
住
吉
社
は
開
口
社
H
念
仏
寺
と
三
村
宮

(
H
開
口
杜
)
の
散
銭
知
行
権
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
失
う
。

③
背
景
に
は
、
開
口
社
H
念
仏
寺
に
関
わ
る
人
々
の
性
格
の
変
化
が
あ
っ
た
。
鎌
倉
期
に
お
い
て
は
御
家
人
等
在
地
有
力
者
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
応
仁
・
文
明
期
前
後
か
ら
周
辺
地
域
を
本
貫
と
す
る
商
人
、
貿
易
関
係
者
、
土
豪
、
一
向
宗
門
徒
な
ど
従
前
と
比
較
し
て
は
る
か
に
多

様
性
を
も
っ
た
集
団
が
関
口
社
H
念
仏
寺
を
中
心
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
に
見
ら
れ
る
堺
南
北
荘
域
と
都
市
堺
の
都
市
域
の
空
間
的
ズ
レ
は
、
ま
さ
に
堺
の
都
市
と
し
て
の
特
質
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

立
脚
す
る
地
理
的
条
件
や
政
治
的
役
割
の
中
で
徐
々
に
都
市
堺
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
堺
南
北
荘
と
都
市
域
の
空
間
的
ズ
レ
が

生
じ
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
不
自
然
で
は
な
い
。
②
③
に
見
る
開
口
神
社
の
変
化
も
、
堺
の
都
市
形
成
に
呼
応
し
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

+エ(
1
)

『
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
』
上
、

簡。
(
2
)

三
浦
周
行
監
修
「
堺
市
史
』
本
編
(
堺
市
役
所
、
一
九
二
九
年
)
、

豊
田
武
「
堺
|
商
人
の
進
出
と
都
市
の
自
由
|
』
(
至
文
堂
、
の
ち

著
作
集
第
四
巻
『
封
建
都
市
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
に
再
収
)
、

泉
澄
一
『
堺
中
世
自
由
都
市
」
(
教
育
社
歴
史
新
書
、
一
九
八
一

年
)
、
『
日
本
都
市
史
入
門
」

E
(東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
O
年)、

小
西
瑞
恵
「
戦
国
都
市
堺
の
形
成
と
自
治
」
(
同
『
中
世
都
市
共
同

体
の
研
究
』
思
文
閣
、
二

O
O
O
年
、
初
出
は
一
九
八
六
年
)
、
下

村
殻
「
戦
国
期
南
海
路
交
易
の
発
展
!
堺
商
圏
の
一
角
を
追
う
」

(
同
「
戦
国
織
豊
期
の
社
会
と
文
化
』
古
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
)
、

朝
尾
直
弘
「
織
豊
期
の
堺
代
官
」
(
小
葉
田
淳
教
授
退
官
記

念
『
国
史
論
集
』
)
、
同
「
国
際
都
市
|
堺
」
(
週
刊
朝
日
百
科
『
日

本
の
歴
史
」
コ
二
、
一
九
八
六
年
)
。

(
3
)

佐
々
木
銀
弥
「
日
本
中
世
都
市
の
自
由
・
自
治
研
究
を
め
ぐ
っ

て
」
(
同
「
日
本
中
世
の
都
市
と
法
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
)
。

(
4
)

豊
田
武
前
掲
註
2
書
一
九
四
頁
。

(
5
)

脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
都
市
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

一年。

(
6
)

堺
市
教
育
委
員
会
「
堺
市
文
化
財
調
査
報
告
」
、
績
伸
一
郎

「
中
世
都
市
堺
の
都
市
景
観
1

慶
長
期
を
中
心
と
し
て
|
」
(
第
五

回
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
「
清
洲
|
織
豊
期
の
城
と
都
市
|
』

研
究
報
告
編
、
一
九
八
九
年
)
、
同
「
中
世
都
市
堺
の
都
市
空
間

一
五
六
一
年
八
月
一
七
日
付
書
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ー
町
割
・
屋
敷
割
を
中
心
と
し
て
l

」
(
『
長
岡
京
古
文
化
論
叢
E
』

中
山
修
一
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会
、
一
九
九
二
年
)
、
同
「
中
世
都

市
堺
!
都
市
空
間
と
そ
の
構
造
」
(
『
中
世
都
市
研
究
』

1

新

人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
)
。

(
7
)

『
図
集
日
本
都
市
史
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
)
。

(
8
)

例
え
ば
宮
本
雅
明
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
堺
」
(
「
日
本
都
市
史
入
門
』

E
町
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

O
年
)
、
小
西
瑞
恵
前
掲
註
2

書一

O
四
1
一
O
五
頁
。

(
9
)

正
中
二
年
三
月
最
勝
光
院
領
荘
園
目
録
案
(
『
鎌
倉
遺
文
』
三

七
巻
二
九
O
六
九
)
。

(
叩
)
嘉
元
二
年
七
月
八
日
後
深
草
上
皇
処
分
状
案
(
『
鎌
倉
遺
文
』

二
八
巻
一
二
八
八
八
)
。

(
日
)
績
伸
一
郎
「
中
世
都
市
堺
の
都
市
景
観
l

慶
長
期
を
中
心
と

し
て
|
」
(
前
掲
註
6
)
。

(
ロ
)
小
葉
田
淳
・
織
田
武
雄
監
修
『
元
禄
己
巳
歳
堺
大
絵
図
』
(
前

田
書
庖
、
一
九
七
七
年
)
で
復
刻
さ
れ
て
い
る
口
以
後
本
稿
に
お
い

て
「
大
絵
図
』
と
し
た
場
合
は
、
す
べ
て
こ
の
絵
図
を
指
す
。

(
日
)
平
凡
社
『
大
阪
府
の
地
名
』

E
。

(
日
)
明
治
三
十
三
年
の
市
制
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
堺
市
と
な
り
、

そ
の
後
徐
々
に
周
辺
地
域
が
市
域
内
に
編
入
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年

に
現
在
の
堺
市
域
と
な
っ
た
。

(
日
)
平
凡
社
『
大
阪
府
の
地
名
」

H
。

(
同
)
堺
市
教
育
委
員
会
『
堺
市
文
化
財
調
査
報
告
』

八
三
年
三
月
。

一
五
集
、

(
げ
)
本
稿
で
と
ら
え
る
中
世
都
市
と
し
て
の
堺
は
、
環
濠
で
固
ま
れ

た
空
間
を
指
す
。
環
濠
で
囲
緯
さ
れ
た
空
間
は
、
環
濠
を
築
く
都
市

民
に
と
っ
て
外
部
と
は
何
ら
か
の
異
質
性
を
有
す
る
も
の
と
し

て
意
識
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
元
和
以
前
の
環
濠
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
『
一
百
継
卿
記
』
永
禄
七
年
七
月
二
十
日
条
に
「
自
今
日
南
庄
之

東
堀
普
請
云
々
、
」
と
あ
る
。
豊
田
武
氏
は
、
こ
れ
を
既
に
存
在
し

て
い
た
堀
の
修
復
で
あ
る
、
と
捉
え
る
(
前
掲
註
2
書
)
。
中
世
の

堺
に
も
環
濠
が
存
在
し
て
い
た
。

(
時
)
平
凡
社
『
大
阪
府
の
地
名
』

E
。

(
問
)
湊
・
中
筋
・
舶
松
・
北
庄
の
四
ヶ
村
を
指
す
。

(
却
)
平
凡
社
「
大
阪
府
の
地
名
』

E
。

(
幻
)
三
浦
周
行
監
修
『
堺
市
史
』
本
編
第
一
(
堺
市
役
所
、
一
九
二

九
年
)
一
五

0
1
一
五
一
頁
。

(
幻
)
『
全
堺
詳
誌
』
(
浪
速
叢
書
第
十
三
地
誌
其
二
「
泉
州
史
料
二
』

浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
)
。

(
お
)
本
文
引
用
の
三
浦
周
行
氏
の
説
に
従
え
ば
、
関
口
神
社
の
所
在

地
は
、
現
在
の
地
点
か
ら
さ
ら
に
東
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
い
ず

れ
か
の
時
点
で
現
所
在
地
付
近
へ
移
転
し
た
こ
と
に
な
る
。
他
方
、

開
口
神
社
と
住
吉
大
社
、
及
び
住
吉
神
輿
渡
御
の
御
旅
所
で
あ
る
宿

院
を
結
び
つ
け
る
伝
承
か
ら
、
関
口
神
社
の
所
在
地
は
現
在
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
、
と
す
る
説
(
吉
田
豊
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
)
、
さ
ら

に
『
万
葉
集
』
巻
十
五
三
七
二
二
の
「
大
伴
の
津
」
が
長
尾
街
道

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
こ
の
津
と
開
口
社
の
関
連
か
ら
、
現
所
在
地

九
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と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
(
千
田
稔
「
住
吉
と
難
波
ー

そ
の
古
代
地
理
|
」
上
田
正
昭
編
「
住
吉
と
宗
像
の
神
』
筑
摩
書
房
、

一
九
八
八
年
所
収
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
開
口
社
が
本
来
ど
こ
に
位

置
し
て
い
た
か
、
史
料
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
院
政
期

に
は
現
所
在
地
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は
諸
説
の
一
致
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
M
A
)

三
浦
周
行
氏
は
、
荘
域
と
都
市
域
の
地
理
学
的
な
相
違
を
説
い

て
い
る
。

(
お
)
『
明
月
記
』
建
仁
元
年
十
月
六
日
条
。

(
お
)
「
修
明
門
院
熊
野
御
幸
記
」
(
「
神
道
大
系
』
文
学
編
五
参
詣
記
)

承
元
四
年
四
月
。

(
幻
)
現
堺
市
北
三
国
ヶ
丘
町
に
あ
り
、
旧
長
尾
街
道
沿
い
に
鎮
座
。

祭
神
は
八
十
天
万
魂
神
・
三
筒
男
大
神
・
素
蓋
鳴
命
・
息
気
長
足
姫

命
。
旧
郷
社
。
「
ほ
う
ち
が
い
」
と
通
称
す
る
(
平
凡
社
「
大

阪
府
の
地
名
』

H
)
。

(
お
)
熊
野
街
道
沿
い
に
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
て
い
る
。

『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
四
四
解
説
に
よ
る
と
「
宴
曲
抄
』
「
熊
野
参

詣
記
」
に
は
、
「
:
・
ち
は
や
ぶ
る
天
よ
り
下
る
神
な
れ
ば
、
御

影
を
垂
れ
て
こ
、
に
住
む
、
池
田
と
和
泉
の
堺
の
里
、
里
を
も
さ
こ

そ
守
る
ら
め
、
:
・
」
と
あ
る
(
「
続
群
書
類
従
』
十
九
輯
下
、
巻
五

五
五
)
。
「
宴
曲
抄
」
は
、
永
仁
四
年
以
前
の
成
立
と
さ
れ
て

い
る
。

(
却
)
「
堺
市
史
」
本
編
第
一
。
そ
の
他
吉
田
豊
氏
の
ご
教
一
不
に
よ
る
。

(
却
)
「
祥
雲
寺
文
書
」
(
『
堺
市
史
』
第
四
巻
資
料
編
一
)
大
永
六

(
一
五
二
六
)
年
。

(
担
)
「
続
群
書
類
従
』
九
輯
下
、
巻
二
四
一
二
。

(
沼
)
「
続
々
群
書
類
従
」
第
八
。

(
お
)
「
後
法
興
院
記
』
明
応
六
年
十
一
月
十
八
日
条
(
『
続
史
料
大
成
』
)
。

(
担
)
『
明
応
六
年
記
」
一
一
月
十
三
日
条
(
「
続
群
書
類
従
」
二
輯
下
、

巻
四
一
)
。

(
お
)
『
大
日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第
六
、
五
七
四
。

(
お
)
「
大
日
本
古
記
録
」
。

(
訂
)
と
こ
ろ
で
堺
南
北
荘
と
中
世
都
市
と
し
て
の
堺
と
の
範
囲
が
全

く
別
個
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
仮
定
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、

『
多
聞
院
日
記
』
天
文
十
一
(
一
五
四
二
)
年
三
月
六
日
条
に
は

「
智
勢
罷
帰
畢
、
堺
南
庄
材
木
町
」
と
あ
る
が
、
「
南
材
木
町
」
の
名

は
『
大
絵
図
』
に
見
え
る
。
遡
っ
て
天
文
四
(
一
五
三
五
)
年
の

「
念
仏
差
帳
日
記
」
(
「
開
口
神
社
文
書
」
十
二
二
に
も

「
材
木
町
」
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
『
足
利
季
世
記
』
巻
六
久
米
田

軍
記
(
「
改
定
史
籍
集
覧
』
十
一
二
)
に
は
「
堺
ノ
北
ノ
庄
材
木
町
」

が
見
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
「
大
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
た
町
名
で
あ
る
。

従
っ
て
堺
南
北
荘
域
内
は
、
都
市
域
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

本
註
の
冒
頭
に
揚
げ
た
仮
定
は
成
り
立
た
な
い
。

(
お
)
「
開
口
神
社
文
書
」
二
|
十
七
(
同
社
編
『
開
口
神
社
史
料
」
)
。

以
下
「
開
口
神
社
文
書
」
と
し
た
場
合
は
、
同
史
料
集
所
載
で
あ
る
。

な
お
、
同
文
書
は
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
、
箱
ご
と
に

収
め
ら
れ
た
も
の
の
二
種
が
あ
る
。
巻
子
に
つ
い
て
は
十
二
i

一

(
十
二
巻
一
号
)
と
示
す
。
箱
に
収
め
ら
れ
た
史
料
に
つ
い
て
は
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随
時
箱
名
を
記
す
。

(
却
)
堺
市
博
物
館
昭
和
五
十
七
年
度
春
季
特
別
展
「
都
市
の
信
仰
史

堺
開
口
神
社
と
平
野
杭
全
神
社
』
解
説
。

(
却
)
「
開
口
神
社
文
書
」
三
|
十
五

注
進
堂
供
養
導
師
布
施
注
文
事

A
口
一
、
向
井
二
郎
入
道
、
堂
布
施
物

(
中
略
)

二
郎
入
道
、
本
豪
法
印
御
房
助
成
相
加
物

(
中
略
)

左
右
楽
所
、
惣
布
乃
米
、
廿
石
国
斗
定

一
、
念
仏
寺
供
養
導
師
布
施

(
中
略
)

左
右
楽
所
、
惣
布
施
布
、
四
十
端
馬
二
疋

右
、
注
進
如
件
、

建
保
七
年
四
月
口
日

(
引
)
「
開
口
神
社
文
書
」
二
ー
|
十
九
。

(
必
)
註
(
却
)
。

(
必
)
「
和
田
文
書
」
文
永
九
(
一
二
七
二
)
年
和
泉
御
家
人
大
番
支

配
状
案
(
『
鎌
倉
遺
文
」
一
五
巻
一
一
一
一
五
)
。

(
叫
)
永
和
元
年
十
二
月
念
仏
寺
年
中
行
事
次
第
(
「
開
口
神
社
文
書
」

十
三

l
一
)
紙
)

「
念
仏
寺
雑
事
引
付

(
端
裏
書
)

「
寺
家
可
持
之
」

念
仏
寺
一
年
中
仏
寺
以
下

合
但
永
和
元
年
航
、
注
進
之
、

正
月
(
中
略
)

同
五
日
修
正
午
玉
、
四
人
庄
官
方
送
之
、

(
中
略
)

十
二
月廿
五
日

雑
事
引
付

堺
区
間
口
神
社
」

正
権
両
殿
開
口
四
人
庄
官
方

巻
数
、
専
当
送
進
之
、

巻
数
紙
、
白
寺
沙
汰
之
、

(
以
下
略
)

(
必
)
嘉
元
二
年
七
月
八
日
後
深
草
上
皇
慮
分
状
案
(
『
鎌
倉
遺
文
』

二
八
巻
一
二
八
八
七
)
。

(
必
)
「
住
吉
大
社
文
書
」
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
)
。

(
訂
)
『
堺
市
史
』
本
編
第
一
、
一
九
七

1
一
九
八
頁
。

(
必
)
「
開
口
神
社
文
書
」
六
|
三
。

(
州
知
)
同
右
文
書
「
忠
重
」
の
註
に
よ
る
。

(
印
)
「
念
仏
寺
々
内
住
僧
職
」
と
は
安
住
寺
の
住
僧
職
の
可
能
性
が

高
い
。
史
料
G
と
同
年
応
永
十
五
年
八
月
廿
二
日
付
け
の
国
清
安
堵

状
(
「
関
口
神
社
文
書
」
六
|
四
)
に
は
「
堺
南
庄
念
仏
寺
之

寺
内
安
住
寺
」
と
あ
る
。
安
住
寺
は
、
「
堺
鑑
」
に
よ
る
と
念
仏
寺

に
あ
り
、
(
『
住
吉
大
社
松
葉
大
記
』
『
開
口
神
社
史
料
」
所
載
の
も

の
を
利
用
)
念
仏
寺
の
地
主
神
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

(
日
)
応
永
十
八
年
八
月
二
十
二
日
津
守
国
清
住
僧
職
安
堵
状
(
「
開
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口
神
社
文
書
」
六
四
)
。

(
臼
)
「
住
吉
社
神
主
一
族
系
図
」
(
『
続
群
書
類
従
」
七
輯
下
、
巻
一

八
一
)
で
「
国
清
舎
弟
。
応
永
廿
一
年
二
月
嘗
任
。
」
と
あ
る
。
国

清
は
、
応
永
二
十
一
年
正
月
三
十
日
没
。

(
日
)
「
開
口
神
社
文
書
」
六
l

六。

(
日
)
和
泉
国
上
守
護
細
川
頼
長
代
生
石
家
光
寄
進
状
(
「
開
口
神
社

文
書
」
六
l

一
)
・
同
国
下
守
護
細
川
基
之
代
斉
藤
玄
震
寄
進
状

(
「
開
口
神
社
文
書
」
六
|
二
)
。

(
日
)
応
永
三
十
一
年
九
月
念
仏
寺
住
侶
等
言
上
状
案
(
「
開
口
神
社

文
書
」
拾
番
箱
|
一

O
)
。

(
日
)
応
永
三
十
一
年
五
月
念
仏
寺
々
僧
等
重
言
上
状
案
(
「
開
口
神

社
文
書
」
拾
番
箱
|
九
)
。

(
町
)
同
右
。

(
時
)
同
右
。

(
印
)
応
永
三
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
足
利
義
持
御
判
御
教
書

(
「
開
口
神
社
文
書
」
七
一
)
、
応
永
三
十
四
年
十
月
念
仏
寺
住
侶

等
一
百
上
状
案
(
「
開
口
神
社
文
書
」
拾
番
箱
l

十
二
)
。

(ω)
応
永
三
十
四
年
十
月
念
仏
寺
住
侶
等
言
上
状
案
(
「
開
口
神
社

文
書
」
拾
番
箱
十
二
)
。

(
臼
)
応
永
一
二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
足
利
義
持
御
判
御
教
書

(
「
開
口
神
社
文
書
」
七
|
二
。

(
位
)
開
口
神
社
お
よ
び
念
仏
寺
の
住
吉
社
か
ら
の
自
立
傾
向
に
つ
い

て
、
小
西
氏
が
住
吉
杜
に
よ
る
神
領
支
配
の
時
代
か
ら
堺
の
惣
鎮
守

に
な
る
ま
で
の
過
程
に
位
置
づ
け
て
論
じ
て
い
る
。
(
前
掲
註

2
論
文
一
一
四

1
一
一
五
頁
)

(
臼
)
(
明
応
四
年
)
九
月
十
九
日
住
吉
社
明
宗
・
頼
重
等
連
署
書
状

(
「
開
口
神
社
文
書
」
ゴ
一
七
)
。

(
似
)
(
明
応
四
年
)
九
月
二
十
日
三
村
宮
某
書
状
案
(
「
開
口
神
社
文

書
」
一
二
|
八
)
。

(
臼
)
こ
の
二
つ
の
史
料
の
年
代
を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
史

料
J
に
「
去
々
年
度
々
催
促
申
候
」
と
あ
る
。
念
仏
寺
か
ら
住
吉
側

へ
借
銭
の
返
還
要
求
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
催
促
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
吉
か
ら
「
無
了
簡
之
由
」
の
返
事
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

「
契
約
之
文
言
ニ
ま
か
せ
」
、
念
仏
寺
が
三
村
宮
散
銭
を
知
行
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
念
仏
寺
は
「
京
都
」
の
方
か
ら
も

そ
の
子
細
、
す
な
わ
ち
散
銭
の
知
行
に
対
す
る
了
解
を
得
、
「
御
下

知
被
成
候
」
と
い
う
状
況
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
述
の
延
徳
二
三
四
九
O
)
年
の
借

銭
を
め
ぐ
る
明
応
二
(
一
四
九
三
)
年
の
住
吉
・
念
仏
寺
の
相
論
の

顛
末
で
あ
る
。
明
応
二
年
が
「
去
々
年
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
料

J
は
、
明
応
四
(
一
四
九
五
)
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

一
日
前
の
日
付
で
あ
る
史
料
I
も
明
応
四
年
の
も
の
で
あ
る
。

(
侃
)
年
代
の
確
定
。
先
の
延
徳
二
三
四
九
O
)
年
十
月
晦
日
の
借

状
(
史
料
①
)
に
は
「
安
養
寺
借
状
之
案
謹
文
ハ
、
明
応
四
年
九

月
廿
五
日
返
進
」
と
い
う
端
書
が
あ
る
。
一
方
、
史
料
K
に
は
、

「
彼
借
状
等
、
送
給
候
」
と
見
え
、
史
料
K
の
書
状
は
借
状
返
進
に

対
す
る
返
礼
で
あ
る
。
日
付
は
九
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
従
っ
て
延

徳
二
年
の
借
状
(
史
料
⑨
)
の
端
書
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
明
応
四
年
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九
月
二
十
五
日
に
借
状
が
返
進
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
礼
を
述
べ
た

も
の
が
翌
日
の
史
料
K
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
釘
)
池
永
氏
は
湯
川
氏
と
も
言
い
、
対
明
貿
易
に
も
携
わ
っ
た
堺
の

豪
商
で
あ
る
。
(
豊
田
武
前
掲
註
2
書
二

O
二
頁
、
小
西
瑞
恵
前
掲

註
2
論
文
二
二

1
一
一
二
三
頁
)

(
侃
)
道
金
・
智
位
連
署
田
地
寄
進
状
(
「
大
日
本
古
文
書
」
家
わ
け

第
十
七
『
大
徳
寺
文
書
」
一
一
一
一
一
六
)
。

(ω)
玉
村
竹
二
「
五
山
文
学
』
(
日
本
歴
史
新
書
、
至
文
堂
、
一
九

五
五
年
、
二
五
四

1
二
五
五
頁
)
。

(
河
)
ゴ
一
浦
圭
一
「
大
徳
寺
を
め
ぐ
る
商
人
た
ち
」
(
同
『
中
世
民
衆

生
活
史
の
研
究
』
思
文
閤
出
版
、
一
九
八
一
年
、
三
九
六
頁
)
。

(
礼
)
た
だ
し
、
史
料
L
の
場
合
、
我
孫
子
屋
次
郎
自
ら
に
よ
る
寄
進

で
は
な
い
。
我
孫
子
屋
次
郎
は
、
文
明
三
年
以
前
に
死
去
し
て
い
る
。

文
明
三
年
間
八
月
十
三
日
道
金
・
智
位
連
署
起
請
文
(
『
大

徳
寺
文
書
」
一
二
三
八
)
に
は
、
「
我
孫
子
屋
次
郎
依
無
妻
子
、
彼

跡
事
・
:
」
と
あ
る
。
従
っ
て
我
孫
子
屋
次
郎
は
、
文
明
三
年
に
は
既

に
死
亡
し
て
い
る
。
こ
の
起
請
文
に
は
、
「
彼
跡
事
」
と
あ
り
、
史

料
L
に
は
「
依
我
孫
子
屋
次
郎
申
置
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

死
去
し
た
我
孫
子
屋
次
郎
の
跡
を
道
金
と
智
位
が
大
徳
寺
に
寄
進
し

た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

(η)
「
住
吉
相
生
物
語
」
(
『
開
口
神
社
史
料
』
所
載
の
も
の
を
利
用
)

に
は
、
「
三
村
三
社
之
事
」
と
し
て
開
口
神
社
の
祭
神
で
あ
る
と
こ

ろ
の
牛
頭
天
王
・
塩
津
老
翁
神
・
生
玉
大
明
神
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

(
刀
)
文
明
十
四
年
三
月
三
十
一
日
備
前
屋
右
衛
門
五
郎
屋
敷
売
券

(
「
間
中
文
書
」
「
堺
市
史
』
資
料
編
第
一
所
収
の
も
の
を
利
用
)
。

(
引
け
)
例
え
ば
文
明
十
六
年
九
月
十
一
日
条
・
同
年
十
二
月
九
日
条
等
。

(
万
)
『
大
徳
寺
文
書
」
一
二
二
九
。

(
祁
)
「
開
口
神
社
文
書
」
十
二
l

一。

(
打
)
豊
田
武
前
掲
註
2
書
一
七
五
頁
。

(
花
)
『
天
文
日
記
』
天
文
七
年
正
月
十
七
日
条
。

(
乃
)
「
天
文
日
記
』
天
文
六
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。

(
剖
)
「
板
原
家
文
書
」
お
よ
び
解
説
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
「
資

料
館
紀
要
』
十
六
号
、
一
九
八
九
年
)
に
よ
る
と
、
板
原
氏
は
「
多

賀
内
板
原
与
四
郎
定
秀
」
(
「
九
条
家
文
書
」
)
と
見
え
、
多
賀

氏
の
内
者
で
あ
っ
た
。
な
お
、
多
賀
氏
は
佐
野
を
基
盤
と
し
た
土
豪

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
根
来
軍
記
』
天
正
十
三
年
秀
吉
の
根
来
・

雑
賀
攻
め
の
記
事
に
は
「
:
:
:
鶴
原
加
賀
又
太
夫
、
陸
之
左
近
、
佐

野
十
郎
太
夫
、
奥
左
近
、
板
原
、
加
祥
寺
、
:
:
:
」
と
あ
る
。
こ
こ

で
板
原
氏
は
雑
賀
側
に
加
担
し
た
和
泉
南
部
の
土
豪
と
と
も
に
列
挙

さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
板
原
氏
は
付
近
の
土
豪
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
現
泉
大
津
市
に
は
板
原
の
地
名
が
見
え

る。
(
剖
)
「
田
代
文
書
」
年
未
詳
十
月
六
日
松
浦
守
書
状
(
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
影
写
本
)
。

(
位
)
広
島
県
厳
島
神
社
所
蔵
奉
納
絵
馬
銘
文
(
『
堺
市
史
』
資
料
編
)
。

(
お
)
「
天
文
日
記
』
天
文
八
年
十
二
月
廿
三
日
条
、
天
文
十
三
一
年
三

月
廿
日
条
、
同
年
四
月
九
日
条
。
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(
M
)
 

(
お
)

「
天
文
日
記
』
天
文
十
二
年
十
二
月
廿
六
日
条
。

な
お
、
中
世
都
市
と
し
て
の
堺
は
、
そ
の
中
心
を
東
西
に
走
る

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
南
北
に
分
か
れ
る
。
南
側
が
堺
南
荘

域
内
で
あ
る
。
で
は
、
北
側
の
堺
北
荘
域
内
の
都
市
部
分
に
つ

い
て
本
稿
の
論
理
は
成
り
立
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
都
市
の
北
側
に
関

す
る
文
献
史
料
が
希
少
の
た
め
詳
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
北
側
の
領
域
内
に
は
、
菅
原
天
神
社
(
神
宮
寺
は
常
楽
寺
)
が

あ
り
、
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
菅
原
天
神
社
周
辺
は
、
こ
れ
を
中
心

と
し
た
町
並
お
よ
び
堀
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
中

世
都
市
と
し
て
の
堺
は
そ
の
北
側
部
分
に
お
い
て
も
寺
社
を
中
心
と

し
た
都
市
結
合
が
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
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